
三
國
を
統
べ
て
其
の
．
騨
威
の
下
に
我
が
國
史
の
進
展
に
多
大
の
寄
與
を
成

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
そ
の
備
前
に
あ
る
一
宮
吉
備
津
古
曲
赦
を

中
心
と
し
、
薩
瀧
家
の
所
有
す
る
文
韓
類
を
蒐
集
し
た
も
の
で
、
中
國
随

一
の
大
耽
を
中
心
と
し
て
の
靴
務
行
政
は
勿
論
、
地
方
の
生
活
昼
鳶
を
窺

ふ
に
足
る
は
勿
論
、
何
分
に
も
】
大
勢
力
で
あ
る
一
つ
の
吉
備
王
閾
の
史

料
で
あ
る
か
ら
、
靖
の
中
央
政
界
に
爾
す
る
史
料
も
極
め
て
多
い
。

　
本
献
立
有
の
も
の
は
交
鐘
一
一
年
の
頑
愚
縁
起
寛
を
初
め
と
し
て
、
百
二

十
一
通
の
文
書
を
牧
め
、
薙
墨
家
の
も
の
と
し
て
は
、
祉
務
大
守
家
文
書

山ハ

?
一
悶
Ｈ
涌
［
、
左
行
古
樹
議
人
｛
寸
一
家
か
く
澱
皇
一
通
、
三
老
和
氣
藁
家
二
又
書
二
会
｝
、
　
一

雨
富
小
山
家
丈
書
十
通
、
雪
囲
窟
漫
井
家
文
書
二
通
、
金
山
寺
文
書
五
通
、

弘
法
寺
三
七
安
養
寺
文
書
水
原
家
書
書
昏
一
通
、
尾
上
村
大
族
歴
則
武
家

交
書
十
四
鰭
を
牧
め
加
ふ
る
に
十
三
葉
の
挿
入
蔵
版
が
あ
る
。

　
本
飛
の
交
書
で
は
、
や
は
り
右
翼
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
濟
る
吉
田
鮫
右

と
大
内
嚢
隆
と
の
三
道
問
答
書
と
か
、
天
文
十
三
年
七
月
吉
田
鍮
右
自
筆

の
懇
卜
次
第
と
か
、
天
文
二
十
二
年
入
月
の
足
利
義
藤
の
一
臼
も
早
く
入

洛
せ
し
め
ば
、
代
官
餓
右
を
以
て
手
控
す
べ
し
と
て
伊
勢
大
酔
霞
に
立
願

し
た
願
丈
の
如
き
は
、
中
國
筋
に
饗
す
る
吉
田
瀞
道
の
勢
力
増
進
を
見
る

に
足
る
べ
く
、
働
藤
雍
．
緯
…
巷
の
一
雀
は
、
さ
う
ま
で
古
い
資
料
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
折
時
日
瀧
の
特
殊
紳
寓
が
大
に
四
駅
さ
れ
て
屠
る
際
と
て
、

其
方
而
研
究
者
へ
の
ア
ト
ラ
ク
ト
で
あ
ら
う
。
斌
務
大
守
家
突
響
の
中
に

口
足
利
義
詮
・
足
利
持
氏
以
下
舞
扇
諸
侯
の
感
状
が
あ
る
が
、
吉
備
津
の

敷
砂
が
又
｝
葡
に
於
て
、
一
か
ど
の
武
將
と
し
て
の
勢
力
を
有
し
た
も
の

で
あ
る
事
を
陪
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
交
野
元
年
五
月
一
日
の
吉
田
象
右

紹

介

が
關
白
一
條
象
艮
に
黒
道
の
秘
黙
を
授
け
た
傳
授
欣
の
如
き
は
嚢
中
の
珍

で
あ
る
。

　
君
臨
瀧
及
び
各
碧
胱
家
等
が
大
抵
十
二
黙
宛
所
有
す
る
吉
備
津
祉
の
緻

起
の
中
に
は
、
荒
唐
な
物
語
も
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
．
其
中
か
ら
地

方
人
士
の
奮
い
信
仰
の
悌
を
求
む
る
事
が
出
馬
よ
う
。

　
か
う
し
た
文
書
が
、
上
梓
さ
れ
る
事
は
學
界
の
た
め
に
最
も
慶
賀
．
す
べ

き
事
で
あ
る
と
共
に
、
既
の
多
数
の
史
料
を
整
理
印
画
さ
れ
た
廣
野
三
郎

現
の
勢
力
を
多
と
し
．
叉
出
版
の
援
助
を
惜
ま
れ
な
か
っ
た
黒
正
巌
博
士

の
義
暴
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
一
般
に
公
刊
し
て
學
界
人

の
手
に
す
る
事
を
容
易
な
ら
し
め
な
か
っ
た
寓
に
遺
憾
の
念
を
蓑
す
る
。

（
岡
山
、
御
津
郡
一
寓
村
、
吉
備
津
彦
紳
就
私
行
、
非
費
晶
）
（
中
村
）
。

○
阿
薗
陀
風
説
書
の
研
究

玉
本
古
文
化
研
究
所
報
告
　
第
三

板
　
澤
武
　
雄
著

　
阿
薄
墨
風
説
書
と
ほ
徳
川
時
代
長
崎
に
入
港
す
る
オ
ラ
ン
ダ
癬
…
が
毎
圃

幕
府
に
呈
上
し
た
海
外
情
報
で
あ
る
。
蓋
し
徳
川
幕
府
ほ
吉
利
支
丹
禁
止

の
必
要
か
ら
途
に
世
界
史
上
他
に
殆
ん
ど
そ
の
類
を
知
ら
ぬ
ほ
ど
に
賓
格

な
る
鎮
國
を
断
行
す
る
に
釜
つ
た
が
、
貴
は
そ
の
目
的
を
徹
底
せ
し
め
る

爲
に
も
海
外
に
於
け
る
彼
等
の
動
離
は
之
を
知
る
必
要
が
あ
っ
た
Q
こ
の

口
的
の
爲
に
利
用
せ
ら
れ
た
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
中
唯
猫
入
歯
を
許
さ

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
長
崎
に
入
港
す
る
毎
・
に
そ
の
地
の

奉
行
を
通
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
軍
民
、
就
中
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
爾
國

第
二
十
二
巻
　
第
三
號
　
　
　
六
二
一
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紹

介

人
の
動
静
を
上
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
も
時
代
の
躍
る
と
戴
へ

に
幕
府
の
欲
す
る
報
導
の
範
園
は
漸
く
竣
く
な
り
、
彼
等
の
上
欝
す
る
と

こ
ろ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ン
ド
及
び
支
那
語
方
面
の
状
勢
に
亙
る
こ
と
Σ

な
っ
た
。
而
し
て
こ
の
上
欝
欝
こ
そ
鎧
國
時
代
幕
府
集
光
講
が
海
外
の
形

勢
に
就
い
て
有
し
得
た
知
識
の
殆
ん
ど
唯
一
の
根
源
で
あ
り
、
幕
末
外
交

問
題
の
漸
く
紛
糾
す
る
に
至
っ
て
彼
等
の
利
用
し
え
た
最
娠
根
本
的
な
蓼

考
資
料
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
そ
の
研
究
は
照
に
日
悶
交
通
史
や
蘭
學
獲
蓮

史
の
問
題
た
る
に
と
や
ま
る
畜
の
で
な
く
、
近
世
臼
本
の
政
治
史
・
外
交

史
の
究
闘
に
と
っ
て
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
Q
然
る
に

從
來
そ
の
本
文
の
繰
に
知
ら
れ
た
も
の
と
て
は
僅
に
通
航
～
覧
に
賢
能
せ

ら
れ
た
も
の
総
計
五
十
通
の
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
板
澤
武
雄
氏
は
こ
』

に
鑑
み
、
臼
本
線
化
研
究
所
の
援
助
を
得
て
、
ハ
ー
グ
建
立
文
書
館
に
薮

せ
ら
れ
る
出
島
商
館
長
の
田
誌
の
中
よ
り
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
混
交
を
探
索
す

る
と
共
に
、
學
脅
院
所
斑
の
露
本
番
飛
上
告
文
を
基
と
し
て
正
保
元
年
（
一

六
四
四
）
よ
り
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
至
る
一
世
紀
聞
に
亙
る
百
八
十

五
逓
を
輯
め
、
そ
の
蘭
和
爾
文
を
封
照
せ
し
め
、
繭
文
の
み
存
す
る
も
の

に
は
秘
文
を
草
し
、
ほ
っ
全
編
に
一
々
融
を
潴
へ
て
之
を
解
説
し
、
更
に

そ
の
総
説
と
も
い
ふ
べ
き
解
題
を
も
添
へ
て
尊
書
を
公
に
せ
ら
れ
た
Q
わ

れ
く
は
何
よ
り
も
ま
つ
こ
の
貴
重
な
る
史
料
の
始
め
て
學
界
の
共
有
に

委
ね
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ば
ね
ば
な
ら
な
い
Q

　
筆
者
ほ
全
編
…
を
通
讃
し
て
一
年
乃
至
相
年
つ
つ
譲
れ
て
鷹
ら
さ
れ
る
簡

軍
な
る
報
交
の
中
に
、
心
々
し
早
る
西
方
列
藩
の
勢
力
の
あ
た
か
も
遠
く

海
鳴
る
潮
喬
の
如
く
次
第
に
高
ま
り
來
る
鼠
を
見
て
津
々
た
る
興
昧
を
感

第
二
上
丁
二
巻
　
　
娩
姫
三
態
　
　
　
山
ハ
ニ
三

じ
た
。
然
も
當
蒔
墓
府
心
癖
奢
が
果
し
て
如
何
に
こ
の
潮
［
皆
を
聞
成
し
た

か
一
…
－
こ
の
風
説
の
意
味
を
果
し
て
如
何
に
理
解
し
た
か
を
想
ひ
顧
る
と
．

き
画
意
史
家
の
み
よ
ぐ
事
の
意
昧
を
知
る
も
の
“
、
塚
る
を
患
ふ
の
で
あ
る
。

（
四
六
倍
版
本
文
二
入
○
頁
、
解
題
・
索
引
築
三
〇
頁
，
…
果
京
丸
ピ
ル
四
階

日
本
古
説
化
研
究
所
獲
行
、
非
資
描
）
（
紫
田
）

○
奈
　
良
　
市
　
礎
．

奈
良
市
役
所
編

　
本
書
は
其
の
序
文
に
よ
れ
ば
千
年
の
古
都
奈
良
帯
に
は
菰
ハ
の
歴
史
を
語

る
史
籍
も
紗
な
し
と
し
な
い
が
、
禽
蹴
つ
「
讃
以
て
滴
喫
に
足
る
べ
き
簡

要
且
つ
統
制
あ
る
奈
畏
諸
等
な
き
を
遺
憾
と
し
て
爾
市
長
森
田
宇
三
邸
氏

が
就
ハ
の
編
纂
を
企
圓
し
、
市
會
の
協
餐
を
経
て
京
都
帝
鳶
口
學
申
村
直
勝

助
教
授
に
北
ハ
の
編
纂
監
修
の
事
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
e
然
し
て
中
村

民
は
同
大
畢
國
史
科
送
致
の
新
潮
學
徒
、
向
井
薄
霞
．
清
水
三
婆
，
澤
井

浩
三
三
氏
に
依
頼
し
資
料
の
比
類
並
に
稿
本
の
執
撃
を
せ
し
め
た
も
の
で

あ
る
。
爾
來
思
念
に
…
数
年
を
輕
て
、
其
の
闘
資
料
の
英
集
、
史
實
の
楡
討

に
該
穂
な
る
知
…
識
と
不
雛
奇
麗
の
努
力
を
梯
は
れ
、
憐
引
傍
謹
選
か
も
取

捨
蓬
擢
宜
敷
を
得
て
簡
要
李
易
に
悠
久
千
年
に
写
る
市
史
を
僅
々
五
百
頁

の
遜
子
に
ま
と
め
王
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
ほ
全
雀
を
三
十
九
章
に
分
っ
て
る
る
。
其
の
大
難
を
説
明
す
れ
ば

第
一
歌
話
「
ナ
ラ
」
の
名
〔
義
と
山
允
器
用
漢
字
。
第
二
出
早
「
重
棉
以
鴫
剛
の
唐
墨
艮
地
由
力
」

に
就
い
て
は
取
立
て
瓦
云
ふ
程
の
事
も
な
い
。
第
三
章
挙
城
璽
都
と
其
の

意
義
以
下
第
九
章
佛
教
藝
備
の
隆
盛
迄
は
所
謂
奈
良
朝
時
代
に
て
奈
良

‘［　1，S6　）


